
 

 

 

 
 

                           

            

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                              

2025.9

伊勢市こども発達支援室　　　（伊勢市宮後 1 丁目１－３５　健康福祉ステーション 5 階）　　
ＴＥＬ：63-5444　　　ＦＡX：21-0683　　　 
Email：kodomohattatsu@city.ise.mie.jp 

 

お問い合わせ

相談

こども発達支援講演会 

発達が気になる子の行動面における 

課題についての理解と対応 

講師：井上　雅彦 先生（鳥取大学大学院医学系研究科　臨床心理学講座教授）

令和７年 

１０月１８日（土） 

午後１時３０分～午後３時３０分

受講方法 

・自宅などでオンライン受講（Zoom を使用） 

・健康福祉ステーション５F 健康増進室にて受講 
（上記での受講が難しい場合） 

対象 
伊勢市在住・在勤・在学の方 

①定員 100 名程度　②定員 50 名程度

申込方法 

９月１日（月）～９月２６日（金）の期間中に、下記の方法でこども発達支援室へ。 

●伊勢市電子申請システム（右の二次元コードからオンライン申請）  

●Ｅメール（kodomohattatsu＠city.ise.mie.jp）　 

●ＦＡＸ（0596－２1－０683） 

※①お名前、②住所、③電話番号、④メールアドレス（ある場合）、⑤受講方法を記入してお申し込みください。

伊勢市では、発達支援室の保育士が園に訪問を行い、園と一緒に支援を考える取り組みを行っています。今

回は、その中でよく聞かれる「朝の準備に時間がかかる」という課題について、保育士目線のアプローチに

ついてご紹介します。

どの支援であっても、共通して大切なことは「できたらほめる」です。ほめても

らうことで、行動が定着し、よい関係を築くことが期待できます。

こどもの気になる行動なんでかな

発達支援室保育士

　　まずはなぜ時間がかかっているか（理由）について考えています。いくつかの理由が思い浮かび

ます。その中からお子さんの理由に合わせた支援を園の先生と一緒に考え、実践しています。ま

た支援を考えるうえで、お子さんの様子をよく観察するようにしています。

理由（例） 支援 (例）

・「〇〇しましょう」と言われてもわからない
・実施することが難しい

・一緒にやってみる

・することを忘れてしまう ・手順表を使う

・やればできるのにダラダラしてしまう ・「いつまでにしようね」と終わりの
　時間を決める
・タイマーを使う
・終わってからのお楽しみ（ご褒美）
　を用意する

こどもひとりひとりの

つまづきに合わせた支

援が大切なんだね。ご自

宅でも、お子さんの気に

なる行動について「なん

でかな」を考えてみてね


